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島
・
津
山
・
児
島
・
西
大

寺
・
赤
磐
・
真
庭
・
和
気
・

高
梁
・
井
原
・
吉
備
・
笠

岡
・
御
津
・
苫
田
西
・
小

田
・
英
田
の
16
支
部
で
す
。

　

倉
敷
支
部
で
は
46
人
が

参
加
し
、
例
年
実
施
し
て

　

昨
今
続
く

コ
ロ
ナ
第
７

波
で
、
初
め

て
家
族
か
ら

コ
ロ
ナ
陽
性

者
が
出
た
。

　

幼
稚
園
年

少
と
小
学
５

年
生
の
孫
２
人
が
感
染

し
、
39
度
の
熱
が
３
日

ほ
ど
続
い
た
。
２
週
間

も
会
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
が
今
は
２
人
と

も
回
復
し
元
気
に
学
校

や
園
に
通
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
が
続
い
て
い
た
統

一
労
力
奉
仕
活
動
だ
が
、

西
大
寺
支
部
で
は
３
年

ぶ
り
に
約
30
人
が
参
加

し
、
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
猛
暑
の
中
、

子
供
達
が
喜
ぶ
姿
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
学
校

の
床
の
修
理
や
遊
具
の

ペ
ン
キ
塗
り
な
ど
を
行

っ
た
。

　

今
年
は
各
地
で
夏
祭

り
や
修
学
旅
行
も
行
わ

れ
、
徐
々
に
行
事
復
活

の
兆
し
を
感
じ
る
。
組

合
に
お
い
て
も
、
徳
島

で
全
建
総
連
の
大
会
が

３
年
ぶ
り
に
対
面
で
開

か
れ
、
全
国
か
ら
参
加

者
が
集
ま
る
予
定
だ
。

　

秋
の
風
を
感
じ
る
今

日
こ
の
頃
。
岡
山
で
は

稲
刈
り
の
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
た
。
私
自
身
も
稲

を
育
て
て
お
り
、
兼
業

で
農
業
を
す
る
の
は
大

変
だ
が
、身
体
が
第
一
。

コ
ロ
ナ
に
は
特
別
気
を

付
け
な
が
ら
、
仕
事
に

行
事
に
頑
張
ろ
う
。
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地
域
社
会
へ
貢
献

奉
仕
先
か
ら
お
礼
の
手
紙
も

　
【
住
宅
対
策
部
】新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
一
昨
年
度
か
ら
実
施
を
見
送
っ

て
い
た
「
統
一
労
力
奉
仕
活
動
」
を
３
年
ぶ
り
に

実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
８
月
21
日
を
統
一
日

と
し
て
、
16
支
部
総
勢
４
１
４
人
が
感
染
予
防
・

熱
中
症
対
策
を
実
施
し
な
が
ら
、
１
１
７
ヶ
所
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

国
保
組
合
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
感
染
し
た
組
合
員
の
申

請
に
基
づ
き
傷
病
手
当
金

の
支
給
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
度
、
感
染
状
況
を

鑑
み
、
国
民
健
康
保
険
料

の
減
免
措
置
を
実
施
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

保
険
料
減
免
措
置

　

対
象
と
な
る
の
は
、
令

和
４
年
４
月
か
ら
令
和
５

年
３
月
ま
で
の
間
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
組
合
員
で
、
感
染
月

を
含
む
４
ヶ
月
間
の
国
民

建設国保

保険料減免を実施
コロナ感染した組合員が対象

施
し
ま
し
た
。

　

津
山
支
部
で
は
12
人
が

参
加
し
、
養
護
施
設
３
箇

所
で
、
外
壁
補
修
、
カ
ー

テ
ン
レ
ー
ル
の
交
換
、
火

災
報
知
器
カ
バ
ー
の

作
成
、
フ
ェ
ン
ス
の

修
繕
等
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

奉
仕
作
業
先
の
立

正
青
葉
学
園
の
施
設

長
か
ら
は
「
貴
組
合

様
の
ご
厚
志
に
よ
り

園
舎
の
こ
ま
ご
ま
と

し
た
修
繕
を
し
て
頂

き
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

子
供
達
も
組
合
員
さ

健
康
保
険
料
（
医
療
保
険

分
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
、
介
護
納
付
金
分
）
を

免
除
し
ま
す
（
濃
厚
接
触

者
は
対
象
外
）。

　

申
請
は
「
令
和
４
年
国

民
健
康
保
険
料
減
免
申
請

書
」
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
公
的
証
明
等

を
添
え
て
所
属
支
部
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
既
に
傷
病
手
当

金
の
支
給
申
請
を
行
っ
て

お
り
、
感
染
が
確
認
で
き

る
書
類
を
提
出
し
て
い
る

場
合
に
は
添
付
は
不
要
で

す
。
提
出
期
限
は
令
和
５

年
5
月
31
日
ま
で
（
本
部

　

統
一
労
力
奉
仕
活
動
の

主
な
実
施
内
容
は
、
児
童

セ
ン
タ
ー
、
幼
稚
園
、
保

育
園
、
小
学
校
な
ど
の
教

育
関
係
施
設
や
独
居
老
人

宅
の
補
修
で
す
。

　

実
施
支
部
は
倉
敷
・
玉

い
る
倉
敷
市
立
西
中
学
校

で
、
木
製
建
具
の
修
理
・

調
整
、
外
壁
の
修
理
、
雨

樋
の
修
繕
・
土
間
モ
ル
タ

ル
の
穴
埋
め
修
理
等
を
実

作業姿を間近で見学（津山）

倉敷市立西中学校の修繕（倉敷）

必
着
）
で
す
。

傷
病
手
当
金

　

傷
病
手
当
金
に
つ
い
て

は
、
被
用
者
（
従
業
員
・

職
人
）
の
み
を
対
象
と
し

た
国
の
基
準
に
基
づ
く
傷

病
手
当
金
と
組
合
独
自
の

傷
病
手
当
金
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、
申
請
方
法
や

申
請
期
日
、
要
件
等
が
異

な
り
、
併
用
は
で
き
ま
せ

ん
。
申
請
に
あ
た
っ
て
は

充
分
内
容
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
所
属
支
部

ま
で
問
い
合
せ
て
く
だ
さ

い
。

統一労力
奉仕活動

ん
が
作
業
さ
れ
る
姿
を
間

近
で
み
て
、
と
て
も
勉
強

に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
」（
一
部
抜
粋
）
と
い
う

お
礼
の
手
紙
を
頂
き
ま
し

た
。

　

和
気
支
部
で
は
60
人
が
、

参
加
し
、
保
育
園
等
８
箇

所
で
、網
戸
・
ド
ア
・
鍵
・

サ
ッ
シ
・
壁
の
補
修
、
駐

車
場
の
草
刈
り
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
修
繕
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

統
一
奉
仕
活
動
は
組
合

員
の
技
術
・
技
能
を
最
大

限
に
生
か
せ
、
技
能
集
団

で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
る
絶
好

の
機
会
で
す
。
ま
た
、
地

域
社
会
へ
の
貢
献
と
い
う

面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
に
よ

り
実
施
を
見
送
っ
た
支
部

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後

も
統
一
奉
仕
活
動
を
継
続

し
て
実
施
し
、
岡
山
県
建

設
労
働
組
合
の
存
在
・
価

値
を
地
域
社
会
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

子供達の喜ぶ顔を浮かべながら作業（和気）

秋のハガキ
要請行動にご協力を
建設国保の歳入の約半分は国庫補助
金です。現行補助水準確保が安定運
営に欠かせません。
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【
社
会
保
障
対
策
部
】９

月
14
日
、
山
本
書
記
長
は

岡
山
県
社
会
保
険
労
務
士

会
副
会
長
の
神
田
豪
氏
に

健
保
適
用
除
外
制
度
周
知

の
要
請
書
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

組
合
で
は
、
健
康
保
険

の
適
用
除
外
制
度
に
つ
い

て
、
よ
り
正
し
い
理
解
と

活
用
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。こ
の
制
度
は
、

個
人
事
業
主
が
法
人
成
り

し
た
場
合
、
ま
た
は
常
時

５
人
以
上
を
雇
用
す
る
事

第177章

仲間と地域貢献
頂く感謝は自分のプラスに

　

【
青
年
部　

小
津
真

大（
32
歳
・
児
島
郡
）】

私
は
昨
年
か
ら
青
年
部

に
所
属
し
て
い
ま
す
。

な
に
ぶ
ん
人
見
知
り
な

性
格
な
の
で
み
ん
な
と

活
動
す
る
こ
と
は
元
々

得
意
で
は
な
い
の
で
す

が
、
何
人
か
知
り
合
い

が
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

今
で
は
青
年
部
活
動
の

中
で
組
合
の
事
以
外
の
仕

事
に
関
す
る
相
談
を
さ
せ

て
も
ら
う
な
ど
、
と
て
も

充
実
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
行
っ
た
奉
仕
活
動

で
は
、
支
部
付
近
の
河
川

敷
の
草
刈
り
を
し
ま
し
た
。

仲
間
み
ん
な
で
協
力
し
て

一
面
に
生
え
広
が
る
草
を

刈
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間

に
終
わ
り
、
ご
近
所
の
方

に
も
「
綺
麗
に
な
っ
た
、

あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
し

て
頂
け
ま
し
た
。
こ
う
し

た
地
域
貢
献
は
廻
り
廻
っ

て
自
分
の
プ
ラ
ス
に
な
る

も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
微
力
な
が

ら
、
青
年
部
の
一
員
と
し

て
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
頑

張
っ
て
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

労
働
時
間
の
見
直
し
を

令
和
６
年
度
か
ら
開
始

令
和
５
年
度
生
徒
募
集

雇
用
主
に
も
メ
リ
ッ
ト
が

　
【
組
織
対
策
部
】平
成
31

年
よ
り
随
時
施
行
さ
れ
て

い
る
働
き
方
改
革
関
連
法

に
つ
い
て
、
現
在
、
建
設

　
【
技
術
対
策
部
】組
合
が

運
営
す
る
職
業
訓
練
校

（
木
造
建
築
科
）
で
は
令

和
５
年
４
月
か
ら
の
新
入

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
校
を
卒
業
す
る
こ

と
で
、
技
能
士
等
の
資
格

取
得
へ
の
近
道
と
な
る
な

ど
の
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

訓
練
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

業
に
お
い
て
は
、
時
間
外

労
働
に
お
け
る
上
限
規
制

が
猶
予
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
令
和
６
年
４
月

１
日
以
降
は
猶
予
措
置
の

適
用
が
な
く
な
り
、
１
ヶ

月
で
45
時
間
超
、
１
年
間

で
３
６
０
時
間
超
の
時
間

外
労
働
は
特
別
な
場
合
を

除
き
不
可
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
従
業
員
を
時
間

業
所
に
な
っ
た
場
合
も
、

建
設
国
保
を
継
続
し
た
ま

ま
厚
生
年
金
に
加
入
で
き

る
と
国
が
認
め
て
い
る
も

の
で
す
。

　

建
設
国
保
は
組
合
員
に

と
っ
て
非
常
に
メ
リ
ッ
ト

の
多
い
制
度
で
す
が
、
本

来
適
用
除
外
を
受
け
ら
れ

る
組
合
員
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
必
ず
建
設
国

保
を
脱
退
し
な
く
て
は
い

け
な
い
と
い
う
誤
っ
た
加

入
指
導
が
さ
れ
て
い
る
ケ

ー
ス
や
現
場
排
除
が
起
き

て
い
る
こ
と
も
あ
る
の

が
現
状
で
す
。

　

一
度
建
設
国
保
を
脱

退
す
る
と
、
法
人
設
立

後
に
再
び
建
設
国
保
に

加
入
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
本
来
建
設
国

保
の
加
入
を
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
た
は
ず
の

組
合
員
に
と
っ
て
は
、

不
利
益
が
生
じ
て
い
ま

す
。

外
労
働
に
従
事
さ
せ
る
場

合
、
従
業
員
の
数
、
時
間

外
労
働
の
時
間
数
に
関
係

な
く
36
協
定
届
（
時
間
外

労
働
届
）
を
事
業
所
管
轄

の
労
働
基
準
監
督
署
に
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

36
協
定
届
は
基
本
１
年

更
新
と
な
り
、
１
年
毎
に

事
業
所
と
労
働
者
代
表
が

そ
れ
ぞ
れ
確
認
、
署
名
し

て
提
出
を
行
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
４
月
以
降
の

時
間
外
労
働
に
お
け
る
猶

予
措
置
の
撤
廃
に
備
え
る

意
味
に
お
い
て
も
、
従
業

員
の
労
働
時
間
の
客
観
管

理
、
36
協
定
届
の
提
出
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

書
類
の
ひ
な
形
に
つ
い

て
は「
36
協
定　

ひ
な
形
」

で
検
索
の
上
「
厚
生
労
働

省
主
要
様
式
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
コ
ー
ナ
ー
」
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
は
事
業
所

管
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
、

ま
た
は
組
合
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

『
訓
練
日
時
』

　

毎
週
土
曜
日
と
毎
月
第

３
水
曜
日
（
原
則
）
の
９

時
か
ら
17
時
。
修
業
期
間

２
年
間
。

『
訓
練
場
所
』

　

倉
敷
校（
倉
敷
支
部
内
）

と
岡
山
校（
岡
山
支
部
内
）

の
２
ヶ
所
で
実
施
。（
※
入

校
希
望
者
が
少
な
か
っ
た

場
合
は
倉
敷
校
の
み
で
実

施
）

『
授
業
料
』

　

１
ヶ
月
３
，
０
０
０
円

（
組
合
員
）。
テ
キ
ス
ト
、

実
習
材
料
、
昼
食
、
交
通

費
（
事
業
主
、
一
人
親
方

は
除
く
）
を
支
給
。

　

入
校
前
に
訓
練
の
様
子

を
見
学
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
訓
練
校
や
見
学
の

詳
細
は
支
部
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
岡
山
校
は
入
校
生

職業訓練校 健保適用除外制度

岡山県社労士会へ要請
制度の周知と情報提供を

　

今
回
の
要
請
で
は
、
岡

山
県
社
会
保
険
労
務
士
会

会
員
へ
、
こ
の
制
度
の
周

知
を
し
て
も
ら
っ
た
上
で
、

建
設
国
保
の
加
入
者
か
ら

法
人
設
立
の
相
談
が
あ
っ

た
際
に
は
適
用
除
外
制
度

の
情
報
提
供
を
し
て
も
ら

う
よ
う
請
願
し
ま
し
た
。

　

要
請
書
を
受
け
取
っ
た

神
田
豪
氏
か
ら
は
「
社
労

士
の
中
で
も
周
知
で
き
て

い
な
い
と
い
う
現
状
を
重

く
受
け
止
め
、
適
切
な
理

解
と
建
設
業
の
雇
用
改
善

を
進
め
て
い
く
」
な
ど
と

回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

が
少
な
く
、
平
成
23
年

度
か
ら
今
年
度
ま
で
休

校
が
続
き
、
廃
校
の
危

機
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

訓
練
生
を
派
遣
し
て

い
た
だ
い
た
雇
用
主
に

は
、
出
席
日
数
１
日
に

つ
き
１
，
５
０
０
円
の

助
成
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

　

新
規
入
職
者
や
経
験

の
浅
い
技
能
労
働
者
を

雇
用
し
た
事
業
主
の
方
、

現
場
で
若
い
大
工
を
見

か
け
た
方
は
、
ぜ
ひ
職

業
訓
練
校
を
紹
介
し
見

学
を
勧
め
て
み
て
く
だ

さ
い
。

『登録建築大工基幹技能者講習』受講者募集
経営事項審査の加点項目、 建設現場での主任技術者要件に該
当、CCUS能力評価では最上位のレベル４の位置づけなどのメ
リットがあります。
【開催日時】�令和５年１月21日（土）～22日（日）�

９時30分～16時55分�
※２日間の受講が必須

【開催場所】�福建労会館�
（福岡県福岡市南区清水１-22-９）

【定　　員】７人程度
【受 講 料】�44,000円※組合員自身が資格取得した場合、

祝金合計30,000円の給付対象
【受講要件】以下の要件をすべて満たす方

・�建築大工として、実務経験が10年以上か
つ職長経験が３年以上

・１級建築大工技能士、建築士等の資格を保持
【申込締切】令和４年12月16日（金）
　※詳細は所属支部で確認してください。

「知らなかった」では通らない
働き方改革学習会受講者募集

【開催日時】�12月８日㈭�
13時30分～15時30分（予定）

【開催場所】�岡山県生涯学習センター視聴覚室�
（岡山市北区伊島町3-1-1）

【講　　師】特定社会保険労務士　楠見　裕美�氏
【対 象 者】�組合員もしくは組合員の事業所勤務の

方
【参 加 料】無料
【定　　員】30人（定員になり次第締切）
【内　　容】�働き方改革に伴う新たな時間外労働の

上限規制について
【申込締切】11月30日㈬
　※申込み手続きは所属支部まで。

【必要な提出書類】
①建設業以外　下記⑴⑵のいずれか
　⑴�様式９号（一般条項・１ヶ月45時間

以下・１年間360時間以下）
　⑵�様式９号の２（特別条項・１ヶ月45

時間超・１年間360時間超）
　　※特別な場合

②建設業　様式９号の４

神田副会長に要請書を手渡す山本書記長
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組
合
で
取
り
扱
っ
て
い

る
西
日
本
自
動
車
共
済

（
西
自
共
）
で
は
、
10
月

１
日
か
ら
11
月
30
日
の
間

「
自
動
車
共
済
ご
成
約
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し

ま
す
。

　

建
設
国
保
の
保
険
事
業

と
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
補
助
を
実
施
し

ま
す
。

　

補
助
対
象
者
は
、
接
種

日
に
建
設
国
保
の
資
格
の

あ
る
組
合
員
と
そ
の
家
族

で
す
。

　

接
種
対
象
期
間
は
、
令

和
４
年
10
月
１
日
～
令
和

５
年
１
月
31
日
で
、
申
請

期
限
は
令
和
5
年
2
月
28

増改築相談員
「更新」研修会実施案内

【開催日時】11月26日㈯、27日㈰
９時30分～14時50分
※いずれかの日程で受講

【開催場所】建労岡山会館
【受 講 料】�16,600円（組合員外は 21,700

円）※テキスト代登録料等含む
【受講対象】�有効期限が2023年3月31日の

方（2022年３月31日、2021
年３月31日が登録期限であっ
た方も今回受講すれば再登録で
きます）

【申込締切】11月４日㈮
　※詳細は、支部事務所まで。

　

８
月
５
日
、
全
建
総
連

と
広
島
建
労
は
広
島
平
和

記
念
公
園
内
の
原
爆
犠
牲

建
設
労
働
者
・
職
人
の
碑

前
に
て
慰
霊
祭
を
開
催
し
、

23
県
連
・
組
合
か
ら
、
88

人
が
参
加
。
建
労
岡
山
か

ら
は
岩
谷
執
行
委
員
長
、

女
性
会
の
大
橋
会

長
、
森
重
副
会
長

の
３
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
で
は
、

原
爆
犠
牲
者
に
対

し
て
黙
と
う
を
行

い
、
参
加
者
全
員

が
平
和
へ
の
願
い

を
込
め
、
慰
霊
碑

に
献
花
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
建
労

岡
山
女
性
会
が
祈

　

期
間
中
に
、
新
規
ま
た

は
他
社
か
ら
の
乗
換
で
成

約
さ
れ
た
方
全
員
に
「
ス

タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー

ギ
フ
ト
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
抽
選
で
１
名

に
「
髙
島
屋

カ
タ
ロ
グ
ギ

フ
ト
（
１
万

円
相
当
）」を

進
呈
し
ま
す
。

　

組
合
独
自

の
メ
リ
ッ
ト

で
あ
る
団
体

割
引
（
17
・

５
％
）
が
、

１
，５
０
０
円
限
度
に
補
助

対
象
期
間
は
　
　
　
　
　
　

小型移動式クレーン運転技能講習
（走行とクレーン操作が可能なクレーンの中
で、つり上げ荷重１t以上５t未満の移動式ク
レーン）
【開 催 日】�学科：令和５年１月７日㈯・８日㈰�

実技：令和５年１月15日㈰
【開催場所】�㈱PEO建機教習センタ�

岡山教習所（倉敷市三田274-1)
【受講対象】18歳以上の組合員
【受 講 料】�⃝20Ｈコース（免除資格なし）

44,000円�
⃝16Ｈコース（免除資格あり）
40,000円�

※いずれも税込。テキスト代含む。
【定　　員】16人（定員になり次第締め切り）
【申込締切】令和４年12月９日㈮
※�詳細については所属支部で確認してくだ
さい。

り
を
込
め
て
折
っ
た
千
羽

鶴
を
献
納
。
折
鶴
に
協
力

頂
い
た
女
性
会
員
の
み
な

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

祈
り
込
め
た
鶴
を
広
島
へ

４
年
ぶ
り
の
原
爆
慰
霊
祭

　

午
後
か
ら
は
、
会
場

を
移
し
「
第
34
回
原
水

爆
禁
止
建
設
労
働
者
・

職
人
の
つ
ど
い
」
が
行

わ
れ
18
県
連
・
組
合
よ

り
50
人
が
参
加
。
講
演

で
は
広
島
県
被
団
協
被

爆
を
語
り
継
ぐ
会
の
田

中
聰
司
さ
ん
か
ら
被
爆

体
験
を
聴
き
ま
し
た
。

　

田
中
さ
ん
は
家
族
15

人
が
被
爆
し
、
自
身
も

が
ん
と
の
闘
病
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

生
き
延
び
た
被
爆
者
が

今
も
原
爆
症
に
苦
し
む

だ
け
で
な
く
２
世
、
３

世
も
健
康
不
安
を
抱
え

な
が
ら
生
き
て
い
る
こ

と
を
訴
え
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
原
爆
被

害
は
昔
話
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
実

感
し
た
」
な
ど
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

千
羽
鶴
を
献
納
す
る
岩
谷
委
員
長

平和記念公園にて（左から森重副会長・岩谷委員長・大橋会長）

組
合
員
本
人
や
そ
の
家
族

（
配
偶
者
・
同
居
親
族
と

別
居
の
扶
養
家
族
）
が
主

に
乗
る
車
に
適
用
さ
れ
ま

す
。
掛
金
が
割
安
と
な
る

制
度
で
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
一
度
加
入
を
検
討
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
契
約
手
続
き
の

窓
口
は
支
部
で
は
な
く
、

専
業
代
理
所
「
合
同
会
社

Ｓ
Ｋ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
で

す
。
ま
ず
は
見
積
り
を
行

い
ま
す
の
で
、
手
続
き
等

詳
細
は
Ｓ
Ｋ
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
に
て
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

見積もり
契約手続きは

合同会社SKプランニング
【住　所】
岡山市北区奥田南町5-14
武田ビル1F
【ＴＥＬ】086-232-0066
【ＦＡＸ】086-232-0067

団体割引17.5％適用
成約者にコーヒーギフトを進呈

日
ま
で
で
す
。

　

補
助
要
件
は
、
接
種
期

間
内
１
人
１
回
限
り
（
15

歳
未
満
は
２
回
ま
で
）、自

己
負
担
金
額
に
対
し
て

１
，
５
０
０
円
を
限
度
に

補
助
を
行
い
ま
す
。
１
，

５
０
０
円
未
満
の
場
合
に

は
実
費
分
を
補
助
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
に
あ
た
っ

て
は
医
療
機
関
が
発
行
し

た
領
収
証（
原
本
に
限
る
）

に
上
表
の
６
項
目
が
全
て

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
手
続
き
は
、
領
収

証
と
印
鑑
を
持
参
し
て
所

属
支
部
で
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

　

詳
細
は
、
所
属
支
部
ま

で
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

インフルエンザ
予防接種

10

31

／

／

〜 1

1

医療機関で発行された領収証（原
本）に以下の６項目の内容を確認し
てください。
　①接種年月日
　②医療機関名
　③領収印
　④接種者の氏名
　⑤接種費用額
　⑥�但し書き「インフルエンザ（予
防接種）」

日曜健診（健診未受診者対象健診）のご案内
　下記日程で日曜健診（健診未受診者対象健診）を実施します。

対象者：�健診未受診の組合員・配偶者・40歳以上家族
　　　　　※他の建設国保の健診と重複補助はできません。
申込み：�所属支部（完全予約制です。必ず申込をお願いし

ます。）
締　切：健診日の１ヶ月前、または定員に達し次第
※�申込書は、各支部より配布しています。詳しくは、所属
支部へお願いします。

健診日程 会　　場
10月30日㈰ 1日 灘崎会場 岡山市サウスヴィレッジ

11月６日㈰
午前 津山会場 津山市勤労者福祉センター

午後 高梁会場 高梁市総合福祉センター

11月13日㈰ 1日 西大寺会場 金陵山　西大寺観音院

11月27日㈰ 1日 岡山会場 岡山商工会議所

12月４日㈰ 1日 倉敷会場 倉敷商工会議所

　健診機関より届く受診票に記載の受付時間を厳守の上、受診
してください。また、マスクの着用、手指の消毒、体調不良時
は健診受診をお控え頂くなどの対策をお願いいたします。
　また感染状況により、今後地域の実情に合わせた対策をとら
せて頂くことがあります。ご理解、ご協力のほどよろしくお願
いいたします。
　健診は、自分の身体を知るチャンスです。必ず、年１回受診
ましょう。

西自共
成約

キャンペーン
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パ
ー
ド
の
ア
ン
ズ
は
、
私

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
岡

山
県
警
察
嘱
託
犬
を
３
年

間
勤
め
上
げ
、出
勤
６
回
、

表
彰
１
回
と
共
に
頑
張
り
、

今
は
少
し
休
憩
中
で
す
。

　

新
居
へ
と
移
り
、
ア
ン

ズ
も
室
内
で
飼
う
事
に
な

り
ま
し
た
が
、
子
猫
の
ム

ギ
オ
が
加
わ
っ
た
お
か
げ

で
他
の
猫
と
も
仲
良
く
過

ご
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
た
時
か
ら
犬
や

猫
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
か

ら
か
、
息
子
は
「
犬
の
訓

練
士
に
な
る
」
と
言
っ
て

289

鈴の音鈴の音

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

我慢しない自給自足を
日本の伝統技術を活かして
御津支部 大塚尚幹さん（設計士・50歳）

　

木
の
ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ

る
パ
ン
屋
は
、
一
級
建
築

士
の
大
塚
さ
ん
が
設
計
し

岡
山
県
建
築
士
事
務
所
協

会
か
ら
奨
励
賞
を
授
与
さ

れ
た
物
件
で
す
。
日
本
の

伝
統
技
術
「
渡
り
あ
ご
」

を
採
用
し
、
金
具
の
使
用

を
極
力
減
ら
す
こ
と
で
立

派
な
木
材
の
存
在
が
際
立

っ
て
い
ま
す
。
２
階
の
丸

窓
か
ら
は
海
が
見
え
、
絵

画
の
よ
う
に
日
々
変
わ
る

景
色
を
切
り
取
り
ま
す
。

　

元
々
絵
を
描
く
こ
と
や

物
作
り
が
好
き
な
大
塚
さ

ん
。
工
学
部
で
は
な
く
あ

え
て
美
術
大
学
の
建
築
学

科
を
選
択
。
弓
道
、
茶
道
、

着
物
と
い
っ
た
日
本
の
伝

統
文
化
と
絵
画
や
写
真
な

ど
の
趣
味
か
ら
も
感
性
を

磨
き
「
人
と
違
う
も
の
を

児島支部
駒牧亜夕美

　

私
達
夫
婦
は
、
一
男
二

女
に
恵
ま
れ
、
共
に
暮
ら

す
犬
１
匹
と
猫
４
匹
は
癒

し
系
で
す
。

　

思
い
返
せ
ば
ダ
ッ
ク
ス

フ
ン
ト
、
ビ
ー
グ
ル
、
シ

ー
ズ
ー
、
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル

レ
ト
リ
バ
ー
な
ど
私
の
周

り
に
は
い
つ
も
犬
や
猫
が

い
ま
し
た
。

　

今
は
初
代
猫
の
12
歳
ヨ

ネ
ス
ケ
、
息
子
が
拾
っ
て

き
た
息
子
の
こ
と
が
大
好

き
恭
子
、
前
の
家
で
餌
付

け
し
て
し
ま
い
飼
い
始
め

た
シ
マ
子
。
そ
し
て
シ
ェ

県
内
の
警
察
犬
訓
練
所
に

入
所
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の

黒
ラ
ブ
の
ダ
ン
君
と
共
に

５
年
間
の
修
行
中
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
命
と
触
れ

合
う
こ
と
は
楽
し
く
可
愛

い
事
ば
か
り

で
は
な
く
、

悲
し
く
大
変

な
こ
と
も
多

く
あ
り
ま
す
。

　

昨
今
の
コ

ロ
ナ
在
宅
に

よ
り
、
ペ
ッ

ト
を
飼
う
方

が
増
え
て
い

牛窓で人気のパン屋

る
よ
う
で
す
。ペ
ッ
ト
達

か
ら
癒
し
を
与
え
て
も

ら
う
ば
か
り
で
な
く
、

私
達
も
し
っ
か
り
と
愛

情
を
持
っ
て
共
に
生
活

を
し
た
い
で
す
ね
。

　
【
高
梁
支
部
】木
造
住
宅

の
素
晴
ら
し
さ
や
、
建
設

労
働
組
合
の
活
動
を
も
っ

と
大
勢
の
方
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
毎
年
２
回
開

催
し
て
い
る
「
建
労
た
か

求 人 案 内
従 業 員 募 集
有限会社�井上電気工業所
【代表取締役】田内　康夫
【所在地】�和気郡和気町衣笠2-21
【連絡先】�0869-93-3005
【主な事業内容】電気工事設計施
工、冷暖房設備工事　他
【募集要項等】
　・未経験者歓迎
　・運転免許（マニュアル）必須
※�労働条件等は当人同士で交渉して
ください。組合は一切関与しません。

職業訓練校
（倉敷校）の
講師を募集します

若年技能労働者および
後継者の育成に携わっ
てみませんか。
職業訓練指導員免許（免
許職種：建築科）の保有
者は支部にご連絡くだ
さい。

は
し
ジ
ュ
タ
ッ
ク
ま
つ
り
」。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
２
年

ほ
ど
中
止
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
消
毒
や
検

温
、
換
気
や
飛
沫
防
止
な

ど
の
感
染
対
策
を
十
分
施

し
た
う
え
で
、７
月
24
日
、

夏
と
し
て
は
３
年
ぶ
り
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

恒
例
の
鮎
の
塩
焼
き
や

焼
き
鳥
は
午
前
中
か
ら
ど

ん
ど
ん
売
れ
て
い
き
、
か

き
氷
や
メ
ダ
カ
す
く
い
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
は
子
供

達
に
大
人
気
で
し
た
。
木

工
も
の
づ
く
り
体
験
で
は
、

机
や
棚
な
ど
の
大
物
を
製

作
し
嬉
し
そ
う
に
抱
え
て

持
ち
帰
る
親
子
連
れ
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。
包
丁

研
ぎ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
熟

練
の
職
人
が
研
い
だ
包
丁

は
よ
く
切
れ
る
よ
う
に
な

る
と
評
判
で
、
大
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

当
日
は
吉
備
支
部
な
ど

の
有
志
の
み
な
さ
ん
に
も

応
援
参
加
を
し
て
頂
き
、

暑
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
総
勢
60
人
ほ
ど
の
ス

タ
ッ
フ
が
一
生
懸
命
に
来

場
し
て
く
れ
た
方
に
お
も

て
な
し
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま

す
が
、
２
０
０
人
ほ
ど
の

来
場
を
頂
き
、
地
域
の

方
々
に
と
っ
て
夏
休
み
の

楽
し
い
思
い
出
の
一
つ
に

な
っ
て
く
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り

大
に
ぎ
わ
い
の
ジ
ュ
タ
ッ
ク
ま
つ
り

盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
会
場

技能検定（後期）受検案内
【検定職種】�建築大工、鉄筋施行、か

わらぶき、ガラス施工、
防水施工、配管、型枠施
工等

【受付期間】�10月３日（月）～�
10月14日（金）

【受 検 料】�１級・２級とも�
学科：3,100円�
実技：18,200円
�※�25歳未満で雇用保険
被保険者は２級実技
受検料が9,200円に
なります。

【申 込 先】岡山県職業能力開発協会
岡山市北区内山下2-3-10
TEL：086-225-1547

工事請負契約書の重要性
及び改正民法に関する 
学習会の参加者募集

【開催日時】�11月９日（水）�
13時30分～15時30分

【開催場所】�岡山県生涯学習センター�
視聴覚室�
（岡山市北区伊島町３
-１-１）

【講　　師】�行政書士�
齋藤　充正�氏

【参 加 料】無料
【定　　員】30人
【申込締切】10月31日（月）
　　※申込み手続きは所属支部まで。

目
指
し
た
い
」
と
話
し

ま
す
。

　

大
塚
さ
ん
が
福
島
か

ら
岡
山
に
引
越
し
て
き

た
の
は
２
０
１
１
年
。

東
京
生
ま
れ
の
大
塚
さ

ん
は
大
工
の
奥
様
と
２

人
で
福
島
に
自
給
自
足

住
宅
を
建
築
。
薪
と
井

戸
を
使
用
す
る
理
想
の

生
活
で
し
た
が
、
原
発

事
故
に
よ
り
居
住
禁
止

に
。
妻
の
実
家
の
あ
る

岡
山
で
取
引
先
も
い
な

い
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

電
気
代
の
高
騰
が
続

く
中
、
現
在
は
自
ら
の

原
発
被
害
の
経
験
を
も

と
に
自
給
自
足
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
現
在

設
計
中
の
沖
縄
の
自
給

自
足
コ
テ
ー
ジ
完
成
後

は
、
全
国
や
電
気
代
の

高
騰
が
激
し
い
世
界
に

も
広
め
た
い
と
の
こ
と
。

ア
イ
デ
ア
と
建
築
技
術

に
よ
り
「
み
ん
な
が
我

慢
を
せ
ず
に
自
給
自
足

で
き
る
家
を
建
て
た

い
。」
と
語
り
ま
す
。

私
の
大
切
な
家
族

ペ
ッ
ト
と
過
ご
す
と
い
う
こ
と

〈
県　

内
〉

２
日

　

�

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
特
別

教
育

３
日　

四
役
会
議

４
日

　
リ
ス
ク
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

７
日　
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
説
明
会

８
日
～
９
日

　

�

玉
掛
け
技
能
講
習

（
学
科
）

13
日　
労
対
担
当
者
会
議

14
日　

執
行
委
員
会

15
日

　

�

玉
掛
け
技
能
講
習

（
実
技
）

18
日　
女
性
会
交
流
集
会

23
日
～
24
日

　

職
訓
生
交
流
集
会

29
日
～
30
日

　

�

増
改
築
相
談
員
新
規

研
修
会

〈
県　

外
〉

19
日
～
21
日

　

�

全
国
大
会（
徳
島
）

私
の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
、
ア
ン
ズ


